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の成績を 報告した｡ それによると PAS-G は
PAS-Naと分子量比においてほぼ同程度の制菌
作用を有する上に,その血中制菌力の持続時間















を多 く用いているが, 家兎の前眼部結核 症 を
対象とした治療実験には Gardner,Rees及び




















が, なかなか困難であるため, 止むな く1日







Ⅰ.実 験 材 料
実験 1 結核マウスの生存口数を対象とせるPAS-
G の治療効果の検討
















































































尚, PASG は10%溶液 20cc入りアンプルを,
PASNaは ｢パスナ-ル｣ を滅菌蒸潜水に溶解 し10
%水溶液として使用した｡
D) 観 察 方 法
前眼F},T-[和二結核菌を接種された家兎の眼は一時急件
の反応作炎症を起し,その後数日にして反応牲炎症が
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備考 :- :所見なし ÷極めて軽度の病変 + :軽度の病変 ≠ :中等度の病変 ≠ :高度の病変
榊 :極めて高度の病変
3度に達 した時に,各実験群の病変指数の平均値が略

















実験3 牛型結核菌 Ravenel株を接種 した家兎の
実験的前眼部結核症を対象とせ る PAS-G の治療効
果の検討











/卜 /( El放PASG 4007/glFjrl,T7i汁即扱 EiFl:= 小 目 " I-L-ーPASNa2OOr/ lJj 掛目汀 托 打 1■｣し
- -- 一一一対 照
L汀を接種した｡C) 薬剤投与方法実





節 実 験 成 績実験 1 結核マウスの生存 日
数を対象とせ るPAS-G の治療効果既に
述べた実験条件に銅百 した体戎20g前後の実験マウス各10匹を
1群 として 3群 を 編 成し,第 1才削ま,PAS-G
400つ′/g,第 2群 はPASINa200γ/gを毎 日尾静
脈 より静注 し,第 3群は無処躍対
照群 とした｡実験群を表示すれば表 2の如
くである｡表2 実 験 郡 の 編 成実験群 申物
数 治療の種類及び投与量第 1洋 弓10 とpAS-G4
007/g毎口静脈注射弟2揮 1
0 PAS-Na200γ/g毎【｣静脈注射i第
3習 10 非治療対照瑠生存率曲線は図 1に示すように
,PAS-G400ry/g毎 日静注群及び
PASINa200ry/g毎 Ej静注増は,対照
群に比較 して明 らかな延命効果を示したが,分子量比に投与 した
PASIG郡 とPAS-Na毎 日静注群 と の間には治療効果oj上で特に -
91-有意の差を認めなかった｡表 3の平均生存 日数
か らみると PAS-G毎 日静注群は22.2日,
PAS-Na毎 日静注群は22.9日といずれ も対照群の13.9日と比較 して約 8
日間の差が認められ明らかな治療効果を示 した｡
蓑3 平 均 生
存 日数治 療 の 種 類 平均生
存日数(目)PAS-G 400γ/g
S-Na 200γノg対 照実験 2 人型結
核菌黒野株を接種 した家兎の実験的前眼部結核
症を対象とせ る PAS-Gの治療効果既述の実験条件に適
した家兎各 5匹を 1群 として 3群
を編成 した｡実験群を表示すれば表 4の通 り
である｡表4 実 験 群 の 編 成実験群 甲物数】 治療の種類
及び投与量/)'iAl群 5 PAS-G 60









に徐 々に悪化の傾向を認めたが, PAS-G毎 日





表 5と図 2及び図 3に示 したが,本実験では家
兎の右眼と左眼にそれぞれ異 る菌量の黒野株を
図 2 家兎右前眼部病変指数の経過 (各群平均)人型薗黒野株接種菌量 0.01mg? ? ? ? ? ??
?? ? ? ? ?
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蓑 5 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
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表 6 休止経過 (各揮平均 単位 kg)
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表 7 各臓器の肉眼的結核 性病変
実 験 増 瑠 ｣ 要語′ノ
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,表 9及び図5に示 した如 く,対照群は治療開
始後 6週間で6度近 くの病変指表 8 各臓器内結核菌
定量培養成績眼右 球
































レルギーを 1例に認めたが,これは PAS 内服の際にも時にみら
れる.r;AlJ作用であっ ? ? ? ?
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投与群は, 分子量の割合に投 与した PAS-Na
300mg/kg毎日里独静脈内投与郡と同様に,対
.FT(i増に比較 してかなり前服部病変の進行を抑制
して治療効果を示 し, Liつ ,PAS-G郡では分
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